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第２回放射性物質の循環に関する
実態調査・検討委員会

第１回委員会で提言のあった重点的に調
査すべき項目の調査結果(速報）

平成24年８月27日（月）

新潟県防災局放射能対策課

資料 １
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提言内容

１ 福島県を源流とする阿賀野川水系の淡水魚、底質、
その沖合の底質、底性生物でチェルノブイリ等の調査
結果をみると特に食物連鎖の上位に位置する淡水魚

２ タケノコ、キノコのような落葉層に根をはわせる植
物等

３ 母親達の不安払拭のため、乳幼児の摂取するミルク
や乳製品等

４ 福島県等で既に出荷制限がかかっているもの
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底質採取状況

採取年月日：平成24年5月29日～30日

②麒麟橋 南岸
（砂状：5.6Bq/kg湿）

①麒麟橋 北岸
（砂状：9.7Bq/kg湿）

③釣浜橋
（砂状：16.2Bq/kg湿）

④安田橋
（泥・細礫：6.9Bq/kg湿）

１ 福島県を源流とする阿賀野川水系の淡水魚、底質、その沖合の底質、底性生物
でチェルノブイリ等の調査結果をみると特に食物連鎖の上位に位置する淡水魚

（１）阿賀野川河川水・底質・淡水魚の放射能測定結果
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⑩松浜橋 西岸
（泥：68Bq/kg湿）

⑨松浜橋 東岸
（砂：5.7Bq/kg湿）

⑧大阿賀橋
（泥：53Bq/kg湿）

⑦横雲橋
（砂：10.5Bq/kg湿）

⑤阿賀浦橋 東岸
（泥・砂：13.6Bq/kg湿）

⑥阿賀浦橋 西岸
（泥・砂：25.1Bq/kg湿）
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地域 調査対象 検査日 検体種類
セシウム

合計
2011/7/4 - 49
2012/6/25 可食部 検出されず

2012/6/25 可食部 検出されず

可食部 16.1
内臓 5.3

可食部 5.2
内臓 検出されず

可食部 4.7
内臓 検出されず

可食部 検出されず

内臓 検出されず

可食部 検出されず

内臓 検出されず

可食部 検出されず

内臓 検出されず

可食部 検出されず

内臓 検出されず

可食部 検出されず

内臓 検出されず

可食部 11.4
内臓 検出されず

ヤツメウナギ 2011/12/23 - 検出されず

新潟市
サクラマス 2012/5/18

コイ 2012/5/2

フナ 2012/4/23

阿賀町

コイ

ヤマメ

イワナ

アユ

2012/6/19

2012/6/19

2012/7/5

阿賀野市 イワナ 2012/6/8

2012/5/16

2012/6/14

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

表層～10cm 55 21 34
10～30cm 39 15 24
30～40cm 232 92 140
40～60cm 2.4 検出されず 2.4

表層～10cm 23.5 8.5 15
10～14cm 52 20 32
14～20cm 83 32 51
20～50cm 113 43 70

表層～12cm 検出されず 検出されず 検出されず

12～19cm 検出されず 検出されず 検出されず

19～32cm 1.4 検出されず 1.4
32～42cm 10.1 4.1 6.0

採取地点

地点C

地点B

地点A

No. 採取場所
セシウム

134
セシウム

137
① 麒麟橋（北岸） 3.9 5.8

② 麒麟橋（南岸） 2.1 3.5

③ 釣浜橋 6.2 10

④ 安田橋 3.0 3.9

⑤ 阿賀浦橋（東岸） 4.6 9.0

⑥ 阿賀浦橋（西岸） 9.1 16

⑦ 横雲橋 4.1 6.4

⑧ 大阿賀橋 19 34

⑨ 松浜橋（東岸） 2.4 3.3

⑩ 松浜橋（西岸） 28 40

阿賀野川流域の河川水・底質等の放射能測定結果まとめ
採取：5月30日～31日

C

松浜橋

大阿賀橋

横雲橋

阿賀浦橋

安田橋

釣浜橋

麒麟橋

B

A

＜堆積物の測定結果＞ 単位：Bq/kg湿
⑨ 5.7 Bq/kg湿

（砂）

⑩ 68 Bq/kg湿
（泥）

⑧53 Bq/kg湿
（泥）

⑦10.5 Bq/kg湿
（砂）

⑥ 25.1 Bq/kg湿
（泥・砂）

⑤ 13.6 Bq/kg湿
（泥・砂）

④ 6.9 Bq/kg湿
（泥・細礫）

③ 16.2 Bq/kg湿
（砂状）

① 9.7 Bq/kg湿
（砂状）

②5.6 Bq/kg湿
（砂状）

＜底質の測定結果詳細＞ 単位：Bq/kg湿

＜参考＞
○ H23.8.1阿賀町で採取した汚泥

4.4～63 Bq/kg乾
○ H23.8.1阿賀野川河口で採取した汚泥

82 Bq/kg乾

＜参考＞阿賀野川の淡水魚の測定結果 単位：Bq/kg生

＜河川水の測定結果＞
７検体いずれも不検出（各橋で１検体採取）

（H24.8.15現在）
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関分沖40m
37.56.27.54N
138.58.57.66E

阿賀沖100m
38.06.35.10N
139.06.11.82E

阿賀沖80m
38.03.27.78N
139.07.01.26E

阿賀沖60m
38.01.47.58N
139.07.17.52E

阿賀沖40m
38.00.38.16N
139.07.15.54E

阿賀沖20m
37.58.54.96N
139.07.46.80E

東港沖40m
38.02.25.20N
139.12.53.64E

（２）阿賀野川沖合の海底土・海産物の放射能測定結果

海底土採取地点
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採取：5月17日

阿賀野川沖合の海底土等の放射能測定結果まとめ

水深20m

水深40m
水深60m

水深80m
水深100m

28Bq/kg湿

69Bq/kg湿

117Bq/kg湿

6.7Bq/kg湿

3.3Bq/kg湿

阿賀野川 日本海

検出限界値 Cs-134：3.4Bq/kg湿 Cs-137：3.1Bq/kg湿 （平均値）

単位：Bq/kg湿

＜参考＞新潟県で水揚げされた海産物の
測定結果(平成24年８月８日現在）

34魚種109検体を調査した結果、2011年7月27
日に検査したマダイ（内蔵部）からのみ
セシウム合計21Bq/kg（セシウム134 ：9.6Bq/kg、
セシウム137：11Bq/kg）が検出されています。

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

阿賀野川沖水深20m 10 18 28 15 19 34 64 89 153 72 74 146

阿賀野川沖水深40m 27 42 69 33 49 82 13 18 31 11 15 26

阿賀野川沖水深60m 45 72 117 42 60 102 検出されず 検出されず 検出されず 2.8 4.4 7.2

阿賀野川沖水深80m 1.9 4.8 6.7

阿賀野川沖水深100m 検出されず 3.3 3.3

東港沖　　水深40m 4.4 5.6 10 6.7 8.1 14.8 11 20 31 検出されず 6.1 6.1

関屋分水沖水深40m 3.2 3.5 6.7 3.4 5.5 8.9 3.2 3.2 6.4 4.8 6.3 11.1

H23.8.1～2

放射性セシウム

海
底
土

H24.5.17採取年月日 H24.3.1 H23.11.22
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（３）河川底質・海底土の粒度別放射能
阿賀野川底質の粒度分布
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松浜橋（西岸） 松浜橋（東岸） 大阿賀橋 横雲橋 阿賀浦橋（西岸） 阿賀浦橋（東岸） 安田橋 釣浜橋 麒麟橋(北岸) 麒麟橋（南岸)

採取地点
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度
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)

75μm以下

75～106μm

106～250μm

250～425μm

425～850μm

850μm～2mm

上流側下流側

阿賀野川底質の粒度別放射性セシウム濃度
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上流側下流側
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阿賀野川沖海底土の粒度分布

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

阿賀野川沖２０ｍ 阿賀野川沖４０ｍ 阿賀野川沖６０ｍ 阿賀野川沖８０ｍ 阿賀野川沖１００ｍ 関屋分水沖４０ｍ 東港沖４０ｍ

採取地点

粒
度

割
合

（
％

）

75μm以下

75～106μm

106～250μm

250～425μm

425～850μm

850μm～

阿賀野川沖海底土の粒度別放射性セシウム濃度

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

阿賀野川沖２０ｍ 阿賀野川沖４０ｍ 阿賀野川沖６０ｍ 阿賀野川沖８０ｍ 阿賀野川沖１００ｍ 関屋分水沖４０ｍ 東港沖４０ｍ

採取地点

放
射

能
濃

度
（
B

q/
kg

乾
）

75μm以下

75～106μm

106～250μm

250～425μm

425～850μm

850μm～

溶出前 溶出液 溶出率
Bq/kg乾 Bq/kg ％

(a) (b) b/a×100
超純水 222.1 不検出 -
海水 207.7 不検出 -

HCl 0.1N 246.0 不検出 -

HCl 0.5N 258.0 不検出 -

HCl 1N 262.0 不検出 -

HCl 2N 238.1 3.8 1.6

HCl 4N 246.0 10.46 4.3

HCl 6N 231.1 13.55 5.9

溶出条件

溶出前 溶出液 溶出率

Bq/kg乾 Bq/kg ％

(a) (b) b/a×100

超純水 156.7 不検出 -

河川水 126.8 不検出 -

HCl 0.1N 127.8 不検出 -

HCl 0.5N 153.4 不検出 -

HCl 1N 142.3 0.83 0.6

HCl 2N 142.3 3.4 2.4

HCl 4N 162.0 5.39 3.3

HCl 6N 198.7 7.86 4.0

溶出条件
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（４）河川底質・海底土の溶出試験

海底土（阿賀野川沖水深60ｍ：Ｈ24.３月採取）

※ 検出下限値は約1.5Bq/kg

溶出試験フローチャート

　乾燥

105℃、24時間

粉砕・混合

乳鉢、乳棒でよく磨り潰す

U-8容器に分取

12.00g

Ge測定

20,000秒

HCl 0.1N,0.5N,1N,2N,4N,6N,超純水、海水

　振とう 400ml定容(重量体積比3％)
1000mlポリ容器

振とう回数約250回/分、2時間

　　　　　*振とう幅が200回/分では小さかったため250回/分とした

遠心分離

1600rpm,25分

　濾過

メンブランフィルター0.45μm

　濾液  濾過残渣

加熱濃縮 U-8容器充填

40～60g程度まで

   乾燥

  Ge測定 赤外線ランプ

20,000秒 さじで均一になるよう撹拌

   Ge測定

20,000秒

抽出液調整

河川底質
（阿賀野川底質松浜橋 西岸：Ｈ24.５月採取）
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２ タケノコ、キノコのような落葉層に根をはわせる植物等

（１）タケノコの結果（H24.8.15現在）

検査年月日 産地 種類 結果

2011/5/20 田上町 たけのこ 不検出

2011/5/25 上越市 たけのこ 不検出

2012/5/2 加茂市 たけのこ 不検出

2012/5/3 燕市 たけのこ 不検出

2012/5/4 新発田市 たけのこ 不検出

2012/5/16 五泉市 たけのこ 不検出

2012/5/16 糸魚川市 たけのこ 不検出

2012/5/16 長岡市 たけのこ 不検出

2012/5/18 長岡市 たけのこ 不検出

2012/5/21 村上市 たけのこ 不検出

2012/5/23 妙高市 たけのこ 不検出

2012/5/30 村上市 たけのこ 不検出

2012/7/25 関川村 たけのこ 不検出

検査年月日 産地 種類 結果

2012/4/30 妙高市
ねまがり
たけ

不検出

2012/5/15 上越市
ねまがり
たけ

不検出

2012/5/16 小千谷市
ねまがり
たけ

不検出

2012/6/5 津南町
ねまがり
たけ

不検出

2012/6/6 阿賀町
ねまがり
たけ

不検出

検査年月日 産地 種類 結果

2012/4/11 静岡県 たけのこ 不検出

2012/4/17 静岡県 たけのこ 不検出

これまでにタケノコ20検体（県外産２検体、県内産18検体）を検査し、全て不検出

検査数 Cs検出 Cs濃度
えのきたけ 6 0 -
エリンギ 4 0 -
しいたけ 4 2 ～28
なめこ 3 0 -
ぶなしめじ 8 0 -

25 2 ～28
えのきたけ 40 0 -
エリンギ 4 0 -
しいたけ 74 12 ～43
なめこ 24 4 ～39.6
ぶなしめじ 9 0 -
ひらたけ 4 0 -
まいたけ 7 4 ～15
野生キノコ 24 9 ～106

186 29 ～106
211 31 ～106

県
外
産

きのこ類
検体

合計

小計

小計

県
内
産

（２）きのこ類の結果（H24.8.15現在）

これまでにきのこ類を211検体(県外産25検体、県内産186検体)を検査し、31検体から放射性セシウムを検出

2011/9/11 津南町 なめこ 菌床 15
2011/11/8 新潟市 なめこ 菌床 18

2011/11/22 津南町 なめこ 菌床 32
2012/5/15 上越市 なめこ 菌床 39.6

2011/9/10 阿賀野市 まいたけ 菌床 15
2011/10/24 阿賀野市 まいたけ 菌床 7.1
2011/11/8 南魚沼市 まいたけ 菌床 13

2011/11/16 南魚沼市 まいたけ 菌床 7.8

2011/9/22 十日町市 野生ナラタケ 野生 60
2011/10/3 柏崎市 野生まいたけ 野生 4.9
2011/10/6 妙高市 野生ブナハリタケ 野生 6.2
2011/10/8 胎内市 野生ヌメリイグチ 野生 28
2011/10/9 長岡市 野生アミタケ 野生 8.7

2011/10/18 湯沢町 野生ムキタケ 野生 106
2011/10/27 阿賀町 野生なめこ 野生 5.6
2011/11/1 津南町 野生ムキタケ 野生 6.2

2011/11/16 南魚沼市 野生クリタケ 野生 14

2011/8/17 埼玉県 しいたけ 13
2011/11/11 埼玉県 しいたけ 菌床 28

2011/9/5 関川村 しいたけ 30
2012/1/11 上越市 しいたけ 菌床 43
2012/1/16 南魚沼市 しいたけ 菌床 25
2012/3/12 阿賀町 しいたけ 菌床 12
2012/3/14 南魚沼市 しいたけ 菌床 5.7
2012/4/3 弥彦村 しいたけ 菌床 19

2012/4/16 南魚沼市 しいたけ 菌床 8.7
2012/4/27 阿賀町 しいたけ 原木 16
2012/5/16 糸魚川市 しいたけ 菌床 21.3
2012/5/28 妙高市 しいたけ 原木 7
2012/5/28 長岡市 しいたけ 菌床 20.7
2012/7/20 上越市 しいたけ 菌床 6.5

12
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３ 母親達の不安払拭のため、乳幼児の摂取するミルクや乳製品等

・現在、県では県外産の乳・乳製品を週５検体、県内産の乳を週２検体の検査を実施

・これまでに県外産の牛乳９検体、ヨーグルト１検体、乳飲料１検体から放射性セシウムを

検出したが、今年１月10日の宮城県産牛乳で検出したのを最後に以後、不検出

検査数 Cs検出 Cs濃度
乳 163 9 ～23
チーズ 6 0 -
ヨーグルト 87 1 6.5
成分調整牛乳 7 0 -
調製粉乳 14 0 -
乳飲料 53 1 12.3
乳酸菌飲料 7 0 -

337 11 ～23
県
内

乳 137 0 -

137 0 -
474 11 ～23合計

検体

県
外

小計

小計

（１）ミルク・乳・乳製品（H24.8.15現在）

2011/9/7 宮城県 乳飲料 12.3

2011/7/9 宮城県 牛乳 13.5
2011/8/6 宮城県 牛乳 23
2011/9/12 宮城県 牛乳 9.2
2011/9/28 宮城県 牛乳 19.1
2011/10/15 宮城県 牛乳 22.3
2011/10/18 福島県 牛乳 12.3
2011/11/15 宮城県 牛乳 17
2011/12/19 宮城県 牛乳 15
2012/1/10 宮城県 牛乳 6

2011/9/5 宮城県 ヨーグルト 6.5

14

（２）乳児用食品（H24.8.15現在）

検査日 製産地 種類 測定結果

2012/6/14 東京都 ミルクアレルゲン除去食品 不検出

2012/6/14 東京都 ミルクアレルゲン除去食品 不検出

2012/6/14 埼玉県 ミルクアレルゲン除去食品 不検出

2012/6/14 栃木県 調製粉末大豆乳 不検出

2012/7/2 広島県 魚と野菜の煮物（乳児用食品） 不検出

2012/7/2 佐賀県 野菜加工品（乳児用食品） 不検出

2012/7/2 岡山県 野菜入りおかゆ（乳児用食品） 不検出

７検体の乳児用食品を検査し、いずれも放射性セシウムは不検出
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神奈川

千
葉

茨
城

栃木群馬

福島

宮城

岩手

茶

茶ヤマメ※
イワナ※

茶
タケノコ

原木シイタケ（露地、施設
栽培）、クリタケ（露地栽
培）、ナメコ（露地栽培） タケノコ こごみ

牛肉、シカ肉
イノシシ肉

茶

野生こしあぶら
野生さんしょう
野生たらのめ
野生ぜんまい
野生わらび

茶原木シイタケ（露地、
施設栽培）

タケノコ、
こしあぶら

イシガレイ、コモン
カスベ、シロメバル
スズキ、ニベ
ヒラメ、ギンブナ※
アメリカナマズ※
ウナギ

イノシシ肉

原木シイタケ
（露地栽培）

牛肉

原木シイタケ
（露地栽培） タケノコ こごみ

クロダイ、スズキ、ヒガンフ
グ、ヒラメ、マダラ、ウグイ、
ヤマメ※、イナワ※

ホウレンソウ

コマツナ等

キャベツ等 ブロッコリー等 タケノコ こごみ

ユズ クリ キウイフルーツ
米

H23,24年度産
牛肉、クマ肉
イノシシ肉

水産物38種、ヤマメ※、
ウグイ、アユ※、イワナ※、
コイ※、フナ※

畑わさび
野生たらのめ
野生ふきのとう
こしあぶら
ぜんまい
わらび
ウメ

かぶ

茶

原木シイタケ
（露地栽培）

※は養殖を除く

原木シイタケ（露地、
施設栽培）、原木ナ
メコ、野生キノコ類

出典：厚生労働省HP

ウグイ
イワナ

ギンブナ

牛肉、シカ肉
イノシシ肉

こしあぶら
ぜんまい

タケノコ

こしあぶら
ぜんまい
野生セリ
野生わらび

マダラ、ウグイ、
イナワ※

４ 福島県等で既に出荷制限がかかっているもの（H24.7.24現在)

15

検査数 Cs検出 Cs濃度

しいたけ 4 2 ～28

なめこ 3 0 -

7 2 ～28

しいたけ 74 12 ～43

なめこ 24 4 ～39.6

98 16 ～43

105 18 ～43

検体

小計

小計

合計

県
内

県
外

16

（１）しいたけ・なめこ（H24.8.15現在）
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g

しいたけ・なめこ

しいたけ県内

しいたけ県外

なめこ県内

なめこ県外

20122011
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検査数 Cs検出 Cs濃度

こごみ 1 1 9.6

たけのこ 2 0 -

3 1 9.6

こごみ 18 1 16

こしあぶら 7 1 10

ぜんまい 7 0 -

たけのこ 18 0 -

たらの芽 16 0 -

わらび 29 0 -

95 2 16

98 3 16

検体

小計

小計

合計

県
外

県
内

17

（２）たけのこ・山菜（H24.8.15現在）

たけのこ20検体（県外２検体、県内18検体）は
全て不検出

0

4

8

12

16

20

3/1 5/28 8/24 11/20 2/16 5/14 8/10

Bq
/k

g

山菜

こごみ県内

こごみ県外

こしあぶら県内

ゼンマイ県内

たらの芽県内

わらび県内

20122011

検査数 Cs検出 Cs濃度

県
内

茶 14 2 ～25

検体

18

0

5

10

15

20

25

30

3/1 5/28 8/24 11/20 2/16 5/14 8/10

Bq
/k

g

茶

茶県内

20122011

（３）茶（H24.8.15現在）
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0

25

50

75

100

125

150

3/1 5/28 8/24 11/20 2/16 5/14 8/10

Bq
/k

g

イノシシ・クマ

イノシシ県内

ツキノワグマ県内

20122011

100Bq/kg

19

（４）イノシシ・クマ（H24.8.15現在）

検査数 Cs検出 Cs濃度

イノシシの肉 7 5 ～97
クマの肉 9 9 ～134

16 14 ～134

検体

合計

県
内

2011/12/6 上越市 イノシシの肉 68

2011/12/22 十日町市 イノシシの肉 97

2011/12/27 湯沢町 イノシシの肉 82

2012/1/6 柏崎市 イノシシの肉 10

2012/1/6 十日町市 イノシシの肉 88

2011/11/29 村上市 ツキノワグマの肉 8

2011/12/15 村上市 ツキノワグマの肉 15

2011/12/28 十日町市 ツキノワグマの肉 39

2012/4/19 関川村 ツキノワグマの肉 77

2012/4/19 村上市 ツキノワグマの肉 18

2012/5/1 十日町市 ツキノワグマの肉 58

2012/5/2 関川村 ツキノワグマの肉 37.2

2012/5/14 魚沼市 ツキノワグマの肉 134

2012/5/18 魚沼市 ツキノワグマの肉 30

0

150

300

450

600

750

3/1 5/28 8/24 11/20 2/16 5/14 8/10

Bq
/k

g

牛肉

牛肉県内

牛肉県外

20122011

100Bq/kg

20

検査数 Cs検出 Cs濃度

県
外

牛肉 21 13 ～730

県
内

牛肉 2774 60 ～71

2795 73 ～730

検体

合計

（５）牛肉（H24.8.15現在）
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21

検査数 Cs検出 Cs濃度

海水魚 281 55 ～56

淡水魚 2 0 -

283 55 ～56

海水魚 110 1 21

淡水魚 78 33 ～56

188 34 ～56

471 89 ～56

検体

小計

小計

合計

県
内

県
外

（６）海水魚・淡水魚（H24.8.15現在）
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20
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60

3/1 5/28 8/24 11/20 2/16 5/14 8/10

Bq
/k

g

海水魚・淡水魚

海水魚県内

海水魚県外

淡水魚県内

淡水魚県外

2011 2012

文部科学省による新潟県沖海底土調査結果

出典：文部科学省「海洋放射能総合評価事業」調査結果

上越市

柏崎市

①
②

③
④

Cs-134 Cs-137 合計 緯度 経度
① H23.5.22 373 泥 12 19 31 37°56.2' 138°36.8'
② H23.5.22 496 泥 13 19 32 37°50.2' 138°34.8'
③ H23.5.20 524 泥 N.D. 8.5 8.5 37°44.1' 138°26.8'
④ H23.5.20 229 泥混じり中細砂 N.D. 3.1 3.1 37°37.2' 138°22.9'

水深
（ｍ）

採取位置
採取年月日 泥質

放射性セシウム（Bq/kg)
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23

採取：5月17日

阿賀野川沖合の海底土等の放射能測定結果まとめ

水深20m

水深40m
水深60m

水深80m
水深100m

28Bq/kg湿

69Bq/kg湿

117Bq/kg湿

6.7Bq/kg湿

3.3Bq/kg湿

阿賀野川 日本海

検出限界値 Cs-134：3.4Bq/kg湿 Cs-137：3.1Bq/kg湿 （平均
値）

単位：Bq/kg
湿

＜参考＞新潟県で水揚げされた海産物の
測定結果(平成24年８月８日現在）

34魚種109検体を調査した結果、2011年7月27
日に検査したマダイ（内蔵部）からのみ
セシウム合計21Bq/kg（セシウム134 ：9.6Bq/kg、
セシウム137：11Bq/kg）が検出されています。

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
合計

阿賀野川沖水深20m 10 18 28 15 19 34 64 89 153 72 74 146

阿賀野川沖水深40m 27 42 69 33 49 82 13 18 31 11 15 26

阿賀野川沖水深60m 45 72 117 42 60 102 検出されず 検出されず 検出されず 2.8 4.4 7.2

阿賀野川沖水深80m 1.9 4.8 6.7

阿賀野川沖水深100m 検出されず 3.3 3.3

東港沖　　水深40m 4.4 5.6 10 6.7 8.1 14.8 11 20 31 検出されず 6.1 6.1

関屋分水沖水深40m 3.2 3.5 6.7 3.4 5.5 8.9 3.2 3.2 6.4 4.8 6.3 11.1

H23.8.1～2

放射性セシウム

海
底
土

H24.5.17採取年月日 H24.3.1 H23.11.22

参考

新潟県調査


